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■
設
立
の
経
緯

　
愛
媛
大
学
で
は
、
地
域
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
と
協
働
し
て
地
域
活

性
化
に
貢
献
す
る
「
地
域
協
働
セ
ン
タ

ー
」
を
県
内
に
展
開
し
て
お
り
、
平
成

28
年
（
２
０
１
６
年
）
７
月
に
設
置
さ

れ
た
「
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
西
条
」、

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
10
月
に
設

置
さ
れ
た
「
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
南

予
」に
続
き
、令
和
３
年（
２
０
２
１
年
）

３
月
に
「
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
中
予
」

を
設
置
し
た
。「
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー

西
条
」
は
、社
会
人
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
、

高
大
連
携
、
産
学
官
連
携
な
ど
よ
り
幅

広
い
分
野
で
地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献

し
て
い
る
。「
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
南

予
」
は
、
南
予
地
域
の
全
９
市
町
と
の

連
携
、
協
働
を
推
進
す
る
目
的
で
、
西

予
市
に
設
置
さ
れ
、
南
予
地
域
に
共
通

す
る
課
題
（
人
口
減
少
、
鳥
獣
害
、
空

き
家
問
題
、
公
共
交
通
網
維
持
、
柑
橘

産
業
復
興
な
ど
）
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
各
市
町
特
有
の
課
題
に
も
対
応
し

て
い
る
。
一
方
、
本
セ
ン
タ
ー
は
、
メ

イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
立
地
す
る
特
性
を

最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
本
学
と
中

予
地
域
の
市
町
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
の
協
働
に
よ
っ
て
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
事

業
、
観
光
業
、
農
林
業
等
の
発
展
を
通

じ
て
地
域
及
び
地
域
産
業
の
活
性
化
、

地
域
の
芸
術
文
化
振
興
等
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
東
温
市
の
東
温
市
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
及
び
松
山
市
の
本
学
城
北
キ

ャ
ン
パ
ス
内
に
活
動
拠
点
を
置
く
予
定

で
、
東
温
拠
点
で
は
、
本
学
の
組
織
の

中
で
も
っ
と
も
大
き
い
人
的
資
源
を
も

つ
医
学
部
・
医
学
系
研
究
科
、
附
属
病

院
が
中
心
と
な
っ
て
、「
健
康
・
長
寿

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
創
生
事
業
」
の
さ

ら
な
る
展
開
に
よ
っ
て
、
健
康
・
医
療

な
ど
の
分
野
で
よ
り
一
層
の
地
域
貢
献

活
動
を
展
開
し
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
事
業
、

観
光
業
、
農
林
業
等
の
発
展
を
通
じ
て

地
域
及
び
地
域
産
業
の
活
性
化
に
取
り

　
愛
媛
大
学
社
会
連
携
推
進
機
構
　
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
中
予
（
以
下
、「
本
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
）
は
、

愛
媛
大
学
の
戦
略
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
」
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
地
域
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
方
と
協
働
し
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
令
和
３
年
３
月
に

設
置
さ
れ
た
。
本
セ
ン
タ
ー
は
、
東
温
拠
点
と
松
山
拠
点
か
ら
成
り
、「
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
中
予
東
温
」

で
は
健
康
・
医
療
を
中
心
に
ウ
ェ
ル
ネ
ス
事
業
、
観
光
業
、
農
林
業
等
の
発
展
を
通
じ
て
地
域
及
び
地
域

産
業
の
活
性
化
、「
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
中
予
松
山
」
で
は
観
光
・
文
化
を
中
心
に
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
業

の
人
材
育
成
に
係
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
や
地
域
の
芸
術
文
化
振
興
等
の
活
動
を
推
進
す
る
。
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組
む
。
一
方
、
松
山
拠
点
で
は
、
観
光

業
の
振
興
に
係
わ
る
人
材
の
育
成
や
多

様
な
文
化
資
源
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
活

動
を
展
開
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
本

セ
ン
タ
ー
は
、
先
行
す
る
２
セ
ン
タ
ー

と
と
も
に
、
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
と
の
連
携
強
化
を
通
じ
て
、
愛
媛
大

学
の
果
た
す
べ
き
社
会
的
使
命
を
全
う

す
べ
く
、
活
動
を
推
進
す
る
。

　
本
セ
ン
タ
ー
の
設
置
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、
令
和
３
年
３
月
16
日
㈫
に
開

催
さ
れ
た
（
図
１
）。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
、
南
加
記
念
ホ

ー
ル
に
て
会
場
44
人
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
78
人
計
１
２
２
人
の
参

加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
大
橋
学
長
の

開
会
挨
拶
、
加
藤
章
東
温
市
長
並
び
に

河
内
広
志
産
官
学
連
携
観
光
産
業
振
興

協
議
会
会
長
か
ら
の
ご
祝
辞
の
後
、
仁

科
弘
重
理
事
・
副
学
長
（
現
学
長
）
か

ら
「
愛
媛
大
学
の
地
域
連
携
戦
略
に
お

け
る
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
中
予
設
置
の

意
義
」
と
題
し
て
、
本
学
の
地
域
連
携

戦
略
（
連
携
協
力
協
定
、
地
域
密
着
型

セ
ン
タ
ー
の
県
内
展
開
、
地
域
協
働
型

セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
公
開
講
座
、
地
域

専
門
人
材
育
成
・
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
）

に
お
け
る
取
り
組
み
状
況
等
と
今
後
の

社
会
連
携
の
展
開
や
本
学
が
目
指
す
べ

き
こ
と
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

　
次
に
「
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
中
予
が

目
指
す
も
の
」
と
題
し
て
、
東
温
拠
点

に
お
い
て
は
、
今
村
健
志
地
域
協
働
セ

ン
タ
ー
中
予
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
東
温
市

と
協
働
し
て
実
施
し
て
い
る
「
と
う
お

ん
健
康
医
療
創
生
事
業
（
以
下
、「
本

事
業
」
と
い
う
）」
の
取
り
組
み
や
医

工
連
携
・
医
農
連
携
の
展
開
に
つ
い
て
、

藤
村
一
美
副
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
地
域
に

お
け
る
看
護
学
科
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
松
山
拠
点
に
お
い
て
は
、
和
田
寿

博
副
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
観
光
業
人
材
育

成
の
取
り
組
み
や
展
開
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
具
体
的
な
事
例
等
を
交
え
な
が

ら
リ
レ
ー
形
式
で
講
演
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
後
、
仁
科
理
事
・
副
学
長
、
今

村
セ
ン
タ
ー
長
、
藤
村
副
セ
ン
タ
ー
長

及
び
和
田
副
セ
ン
タ
ー
長
が
登
壇
し
前

田
眞
副
セ
ン
タ
ー
長
の
司
会
で
、
自
治

体
、
企
業
等
か
ら
の
会
場
参
加
者
の
意

見
も
交
え
、
設
置
の
意
義
、
目
指
す
べ

き
方
向
性
や
抱
負
に
つ
い
て
、
活
発
な

意
見
交
換
を
行
っ
た
。 

同
セ
ン
タ
ー

の
門
出
を
飾
る
に
相
応
し
い
、
今
後
の

諸
活
動
を
進
め
る
う
え
で
の
指
針
と
な

る
有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ

た
。

■
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
・
活
動

　
本
セ
ン
タ
ー
は
令
和
３
年
３
月
に
設

置
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
本
格
的
な
活
動

は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
が
、
愛
媛
大
学
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
医
学
部
・
医
学
系
研

究
科
と
附
属
病
院
が
あ
る
東
温
市
と
、

医
学
部
・
農
学
部
以
外
の
５
学
部
４
研

究
科
が
あ
る
松
山
市
で
、
そ
れ
ぞ
れ
地

域
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　
東
温
市
に
お
い
て
は
、
医
学
部
・

医
学
系
研
究
科
、
附
属
病
院
が
中
心

と
な
っ
て
、
平
成
28
年
（
２
０
１
６

年
）
に
、
愛
媛
大
学
と
中
小
零
細
企
業

が
連
携
し
、「
も
の
づ
く
り
産
業
の
創

生
」
や
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
創
生
」
な
ど

を
行
う
「
と
う
お
ん
健
康
医
療
創
生
事

業
」
を
立
ち
上
げ
た<https://w

w
w

.
m

.ehim
e-u.ac.jp/toon/>

。
本
事
業

で
は
、
有
識
者
に
よ
る
「
東
温
市
健
康

医
療
創
生
研
究
会
」
を
設
立
し
、
こ
の

研
究
会
を
中
心
に
、「
も
の
づ
く
り
産

業
の
創
生
」
と
し
て
、
愛
媛
大
学
医
学

部
と
中
小
零
細
企
業
が
共
同
で
医
療
・

介
護
関
連
器
機
の
部
材
供
給
や
、研
究
・

図１　地域協働センター中予設置記念シンポジウム
ポスター
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開
発
等
を
行
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
「
ヘ

ル
ス
ケ
ア
の
創
生
」
と
し
て
、
ヘ
ル
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
東
温
市
で
し
か
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旅
行
商
品
の

開
発
、
生
活
の
質
向
上
食
品
等
の
開
発

な
ど
を
検
討
し
て
き
た
。具
体
的
に
は
、

東
温
市
の
企
業
の
従
業
員
を
対
象
と
し

た
健
康
に
関
す
る
コ
ー
ホ
ー
ト
研
究
の

実
施
や
、
東
温
市
の
自
然
や
施
設
・
食

材
等
を
活
用
し
た
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
実
施
（
図
２
）
及
び
市
内
の
温
泉
施

設
・
さ
く
ら
の
湯
で
抗
加
齢
体
験
が
で

き
る
「
さ
く
ら
の
湯
ブ
ラ
ン
チ
」
を
開

設
（
図
３
）
す
る
な
ど
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

事
業
に
お
い
て
密
な
連
携
を
図
っ
て
き

た
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
の
医
療
用
ガ
ウ
ン
及
び
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
を
地
元
企
業
と
産
学
連
携
で

共
同
開
発
す
る
（
図
４
）
な
ど
、
も
の

づ
く
り
に
お
い
て
も
積
極
的
に
活
動
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｐ
Ｈ
Ｃ
株
式
会
社

（
旧
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア
株
式

会
社
）
と
、
研
究
連
携
推
進
に
関
す
る

協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、
産
官
学
連
携

の
活
動
地
盤
を
固
め
て
き
て
い
る
。

　
一
方
、
観
光
・
文
化
に
つ
い
て
は
、

本
学
の
城
北
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
活

動
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
観
光
業
に
係
わ

る
人
材
育
成
事
業
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

国
の
事
業
に
採
択
さ
れ
、
観
光
業
の
就

労
者
と
初
心
者
を
対
象
と
し
て
、
愛
媛

県
・
瀬
戸
内
地
域
の
観
光
を
学
び
、
観

光
業
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
講
し
、

「
愛
媛
県
・
四
国
の
儲
か
る
観
光
サ
ー

ビ
ス
業
を
担
う
中
核
人
材
育
成
事
業
」

な
ど
の
事
業
を
実
施
し
（
図
５
）、
愛

媛
県
の
宿
泊
業
、
旅
行
業
、
物
産
業
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
等
の
担
い
手
が
、
こ

の
事
業
を
受
講
・
修
了
し
、
職
場
・
地

域
で
活
躍
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
四
国
で
唯
一
の
「
文
系
か
ら

理
系
ま
で
幅
の
広
い
専
門
領
域
を
も

つ
」
愛
媛
大
学
の
役
割
と
し
て
、
令
和

元
年
（
２
０
１
９
年
）
に
社
会
連
携
推

進
機
構
に
「
地
域
文
化
研
究
部
門
」
を

置
き
、「
地
域
共
創
研
究
セ
ン
タ
ー
」

「
四
国
遍
路
・
世
界
の
巡
礼 

研
究
セ
ン

タ
ー
」「
俳
句
・
書
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
」
の
３
文
系
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
た
。
３
文
系
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

人
文
・
社
会
科
学
の
研
究
成
果
や
活
動

図３　さくらの湯ブランチ　伊賀瀬センター長による
検査結果説明の様子

図２　ヘルスツーリズムのポスター

図４　地元企業との産学連携事業
新型コロナ対策の医療用ガウン及びフェイスシールドの

共同開発のプレスリリース
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と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の

個
性
や
歴
史
を
活
か
し
、
芸
術
文
化
が

輝
き
、
市
民
の
創
造
的
活
動
を
基
礎
と

す
る
観
光
業
な
ど
の
産
業
振
興
、
幸
福

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
推

進
し
て
い
る
。
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３

文
系
研
究
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
、
観

光
業
の
振
興
に
係
わ
る
人
材
の
育
成
や

多
様
な
文
化
資
源
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

活
動
を
展
開
す
る
。

■
今
後
の
展
望

　
愛
媛
大
学
の
基
本
理
念
の
一
つ
に

「
地
域
と
と
も
に
輝
く
大
学
」
と
あ
り
、

そ
の
第
一
の
戦
略
と
し
て
「
地
域
の
持

続
的
発
展
を
支
え
る
人
材
育
成
の
推

進
」、
第
二
の
戦
略
と
し
て
「
地
域
産

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
機
能

の
強
化
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
３
つ
の
地

域
協
働
型
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
東
・

中
・
南
予
の
全
体
を
カ
バ
ー
し
、
有
機

的
に
連
携
し
な
が
ら
県
全
域
の
地
域
活

性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
、

地
域
専
門
人
材
育

成
・
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
と
共
に
、
地
域

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

全
世
代
型
の
社
会

人
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
の
展
開
に
も
貢

献
す
る
。
今
後
、

愛
媛
大
学
は
、
幅

広
い
総
合
力
を
さ

ら
に
活
用
し
、
地

域
の
永
続
的
な
発

展
に
貢
献
す
る

「
地
域
に
お
け
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の
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と
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て
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い
く
。

愛媛大学
社会連携推進機構　地域協働センター中予
センター長・教授（大学院医学系研究科）
博士（医学）

今村　健志 （いまむら　たけし）

2010年10月 愛媛大学大学院医学系研究科　教授
2021年３月 愛媛大学社会連携推進機構　
 地域協働センター中予　センター長
2021年４月 愛媛大学　副学長（広報担当）

図５　リカレント教育プログラムのポスター




